
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
る
こ
と
な
く

猛
威
を
振
る
い
、
第
8
波
を
数
え
る
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
野
木
沢
地
区
自
治
協
議
会
も
発
足

か
ら
4
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
新
規
事
業
「
U
50
ま
ち
づ
く
り
集

会
」
を
開
催
し
、
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
カ
フ
ェ
・
コ
モ
ド
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら

に
子
ど
も
食
堂
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
少
子
化
が
進
む
と
こ
ろ
か

ら
、
各
種
団
体
の
維
持
に
も
影
響
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
持
続
可
能
な
組

織
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
地
区
民
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

近
内
光
慶

書
き
初
め
展

令
和
5
年
1
月
15
日(

日)

～
１
月
22(

日)

於
：
自
治
セ
ン
タ
ー

展
示

午
前
8
：
30
～
午
後
5
：
0
0

1
年
生
・
2
年
生
は
硬
筆

3
年
生
～
6
年
生
は
毛
筆

野
木
沢
地
区
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
、

地
区
子
供
育
成
会
で
は
、
毎
年
野
木
沢
小
学
校
及

び
自
治
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
を
得
て
、
書
初
め
展
を

行
い
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

一
日
（
日
）
セ
ン
タ
ー
休
館

元
日

二
日
（
月
）
セ
ン
タ
ー
休
館

三
日
（
火
）
セ
ン
タ
ー
休
館

新
年
祭
（
区
）

四
日
（
水
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議

（
3
班
）
中
止

五
日
（
木
）
書
き
初
め
大
会

八
日
（
日
）
中
野
子
供
育
成
会
ど
ん
と
焼
き

消
防
出
初
め
式

九
日
（
月
）
成
人
の
日

塩
沢
育
成
会
ど
ん
と
焼
き

十
日
（
火
）
野
小
第
3
学
期
始
業
式

十
一
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会

(

中
止
）

十
五
日
（
日
）
書
き
初
め
展
～
22
日

十
七
日
（
火
）
中
野
長
寿
会
新
年
会

十
八
日
（
水
）
野
小
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
低
学
年
）

十
九
日
（
木)

野
小
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
中
学
年
）

二
十
日
（
金
）
野
小
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
高
学
年
）

二
十
一
日
（
土
）
塩
沢
長
寿
会
新
年
会

二
十
五
日
（
水
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議

（
4
班
）
中
止

令和5年1月号
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同

書

き

初

め

展

開

催



参
加
者
募
集

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
企
画
推
進
委
員
会
（
志
賀
正
敏
委

員
長
）
で
は
、
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
も
の
づ
く
り
教

室
（
行
灯
づ
く
り
）
を
伊
藤
弘
毅
さ
ん
講
師
で
、
1
月
下
旬

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
品
名
・
・
・

行
灯
づ
く
り

開
催
月
日

1
月
24
日
（
火
）
2
月
7
日
（
火
）

（
二
日
間
の
予
定
）

開
催
時
間
・
・
・
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場

所
・
・
・
・
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

材
料
代
・
・
・
・
一
、
〇
〇
〇
円
（
初
日
納
入
）

申
込
締
め
切
り

1
月
19
日
（
木
）

申
し
込
み
は

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
ま
で

T
E
L

26-

4
9
3
9

水
防
、
土
の
う
づ
く
り
、
積
み
上
げ
訓
練
実
施

地
区
自
主
防
災
会
で
は
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
た
め
」
、
11
月

27
日
（
日
）
9
時
00
分
よ

り
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

野
木
沢
分
団
（
草
野
裕
分

団
長
）
及
び
地
区
防
災
代

表
（
中
野
地
区
会
長
二
瓶

清
正
、
曲
木
地
区
会
長
円

谷
和
司

塩
沢
地
区
会
長

有
賀
宏
治
）
3
地
区
合
同

の
防
災
（
水
防
）
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
須
賀
川
広
域
消
防
組
合
予
防
係
長
他
2
名
派
遣
願
い
、

分
団
3
名
、
1
部
2
名
、
2
部
2
名
、
3
部
2
名
、
中
野
行

政
区
5
名
、
曲
木
行
政
区
8
名
、
塩
沢
行
政
区
5
名
、
総
勢

30
名
で
水
防
、
土
の
う
づ
く
り
、
積
み
上
げ
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

防
災
活
動
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
地
震
、
火
災
、
自

然
災
害
な
ど
不
慮
の
災
害
に
備
え
、
即
座
に
対
応
出
来
る
よ

う
習
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
地
区
防
災
会
で
は
、
今
回
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
枕
土
の

う
袋
や
土
の
う
袋
を
購
入
し
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
遭
い
備
蓄
用
品
が
必
要
と
な
っ
た
際
は
、
各
区
長

へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

野
木
沢
駅
環
境
整
備

委
員
会
（
委
員
長
：
円

谷
和
司
）
で
は
長
寿
会

連
合
会
、
区
長
会
、
地

元
町
議
、
野
木
沢
自
治

セ
ン
タ
ー
等
が
中
心
に

な
っ
て
12
/
3
（
土
）

午
前
6
：
30
か
ら
第
2

回
目
の
野
木
沢
駅
敷
地

内
の
環
境
整
備
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
整
え
ら
れ
た
環
境
で
駅
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
ホ
ー
ム
の
清
掃
や
植
木
の
剪
定
、
線
路
脇
の
草
刈
、

除
草
を
行
い
ま
し
た
。

「
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」
の
販
売
日

◆
1
月
12
日
（
木
）

栗
お
こ
わ
300
円
・
炒
り
豆
腐

200
円
・

コ
ロ
ッ
ケ
150
円
・
山
菜
塩
抜
き
300
円

◆
1
月
26
日
（
木
）
い
な
り
寿
司
300
円
・
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

 200
円
・
卵
焼
き
200
円
・
白
菜
漬
け

 200
円

※
お
申
し
込
み
先

二
瓶
元
子
：
0
8
0-

1
8
0
9-

0
1
3
8

自
治
セ
ン
タ
ー
：
0
2
4
7-

2
6-

4
9
3
9

「
気
楽
に
」
だ
れ
で
も
立
ち
寄
れ
て
一
息
で
き
る
カ
フ
ェ

コ
モ
ド

木
曜
日
、
金
曜
日
、
土
曜
日

週
3
日
間
11
時

か
ら
3
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

※

消

防

団

と

3

区

行

政

の

合

同

訓

練

※

も

の

づ

く

り

教

室

ス

タ

ー

ト

※

野

木

沢

駅

環

境

整

備

奉

仕

作

業

実

施

※

C

O

M

O

D

O

（

コ

モ

ド

）

カ

フ

ェ 軌 道 敷 地 内 の 草 刈 り 作 業 の 会 員

土のうづくりと積み上げ訓練中の会員

訓練あいさつの円谷和司区長会長

昨年のものづくり教室参加者


